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お
大
師
様
の
座
右
の
銘
と
し
て
有
名
な
「
無
道
人

之
短
、無
説
己
之
長
（
人
の
短
を
言
う
こ
と
な
か
れ
、

己
の
長
を
説
く
こ
と
な
か
れ
）」
の
言
葉
が
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
こ
の
お
言
葉
は
中
国
の
「
崔さ
い
し
ぎ
ょ
く

子
玉
」

と
い
う
方
が
お
述
べ
に
な
っ
た
、
多
く
の
お
諭
の
言

葉
「
座
右
の
銘
」
を
ま
と
め
た
巻
物
の
最
初
に
あ
る

言
葉
で
、
感
銘
を
受
け
た
お
大
師
様
が
自
ら
書
き
止

め
ら
れ
た
「
崔さ
い
し
ぎ
ょ
く
ざ
ゆ
う
の
め
い
だ
ん
か
ん

子
玉
座
右
銘
断
簡
」
が
、
国
の
重
要

文
化
財
と
し
て
高
野
山
に
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
こ
と
か
ら
「
無
道
人
之
短
、無
説
己
之
長
」

の
言
葉
が
、
お
大
師
様
の
座
右
の
銘
と
言
わ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
の
だ
そ
う
で
す
。

　

さ
て
最
近
の
マ
ス
コ
ミ
、
殊
に
テ
レ
ビ
の
ワ
イ
ド

シ
ョ
ー
な
ど
に
出
て
く
る
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
と
言
わ

れ
る
人
た
ち
に
、「
無
道
人
之
短
、
無
説
己
之
長
」

の
思
い
を
持
ち
ま
す
。
自
分
た
ち
の
意
に
沿
わ
な
い

人
の
発
言
や
行
動
に
対
し
、「
そ
こ
ま
で
言
う
か
」

と
思
う
こ
と
が
沢
山
あ
り
ま
す
。「
そ
れ
は
そ
の
人

の
言
動
に
対
す
る
意
見
で
あ
っ
て
人
格
の
追
求
で
も

な
い
し
、
私
は
己
の
長
も
口
に
し
て
い
な
い
」
と
言

わ
れ
る
か
も
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
ど
う
視

て
も
聞
い
て
も
私
に
は
「
今
話
題
に
上
が
っ

て
い
る
あ
の
人
は
、
何
故
あ
ん
な
バ
カ
な

こ
と
を
言
う
の
か
、
何
故
あ
ん
な
愚
か
な

こ
と
を
し
て
し
ま
う
の
か
、
私
は
賢
い
正

義
の
人
間
な
の
で
、
そ
ん
な
こ
と
を
口
に

す
る
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
し
、
絶
対
に

す
る
こ
と
は
あ
り
得
ま
せ
ん
」
と
い
っ
た
、

「
無
道
人
之
短
、
無
説
己
之
長
」
の
真
逆
の
態
度
に

し
か
思
え
な
い
の
で
す
。
記
者
会
見
や
国
会
の
質
疑

な
ど
で
も
、
人
や
組
織
の
短
を
あ
げ
つ
ら
い
、
己
の

長
を
説
く
よ
う
な
口
調
や
態
度
の
質
問
が
よ
く
み
ら

れ
ま
す
。
ま
た
、
多
く
の
人
の
尊
敬
を
受
け
、
偉
い

と
言
わ
れ
て
い
た
人
や
凄
い
と
言
わ
れ
て
い
た
人
の

全
く
の
個
人
の
問
題
な
の
に
、
そ
れ
が
世
間
に
晒
さ

れ
、
朝
か
ら
夕
方
ま
で
「
け
し
か
ら
ん
っ
」
の
大
合

唱
が
続
き
ま
す
。
雑
誌
「
室
内
」
を
創
刊
し
、
随
筆

家
と
し
て
も
活
躍
さ
れ
平
成
十
四
年
に
亡
く
な
ら
れ

た
山
本
夏
彦
さ
ん
は
、「
嫉
妬
は
正
義
の
仮
面
を
被
っ

て
出
て
く
る
」
と
看
破
し
、そ
の
よ
う
な
正
義
を
「
茶

の
間
の
正
義
」
と
名
付
け
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

正
義
を
振
り
か
ざ
し
て
人
を
責
め
る
よ
り
も
、
人

を
思
い
や
り
な
が
ら
過
ご
す
。
こ
れ
も
「
無
道
人
之

短
、無
説
己
之
長
」に
通
ず
る
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

         　
　
　
　
　

合
掌

　
　

大
本
山
須
磨
寺　

貫
主

   　
　

 　
　

小
池　

弘
三

第36号
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須
磨
寺
　
は
な
ま
つ
り
（
灌か

ん
ぶ
つ
え

仏
会
）

日　

時　
　

四
月
六
日（
火
）か
ら
八
日（
木
）　

午
前
八
時
半
か
ら
午
後
三
時
ま
で

場　

所　
　

須
磨
寺　

宝
物
館
前　

休
憩
所

　

四
月
八
日
は
、
お
釈
迦
さ
ま

の
お
誕
生
日
で
す
。
日
本
全
国

で
「
は
な
ま
つ
り
」
と
称
し
て
、

お
釈
迦
さ
ま
の
ご
生
誕
を
祝

い
、
甘
茶
を
誕
生
仏
に
か
け
る

灌か
ん
ぶ
つ
え

仏
会
が
催
さ
れ
ま
す
。

　

二
千
五
百
年
以
上
前
の
イ
ン

ド
、
シ
ャ
カ
族
の
シ
ュ
ッ
ド
ー

ダ
ナ
王
の
妃
で
あ
っ
た
マ
ー
ヤ

夫
人
は
、
あ
る
夜
白
い
象
が
降
り
て
き
て
自
分
の
右
わ
き
腹
の
中
に
入
る
夢
を
み
ま
し
た
。

そ
の
後
ご
懐
妊
さ
れ
、
里
帰
り
す
る
旅
の
途
中
、
ル
ン
ビ
ニ
と
い
う
場
所
で
お
釈
迦
さ
ま

を
お
産
み
に
な
り
ま
し
た
。
お
釈
迦
さ
ま
は
、
マ
ー
ヤ
夫
人
の
右
脇
か
ら
生
ま
れ
、
七
歩

あ
る
い
て
立
ち
止
ま
り
、右
手
を
天
に
向
け
、左
手
を
大
地
に
向
け
、「
天
上
天
下
唯
我
独
尊
」

と
お
っ
し
ゃ
っ
た
と
い
い
ま
す
。
お
釈
迦
さ
ま
の
誕
生
を
喜
び
、世
界
中
の
花
が
咲
き
誇
り
、

甘
露
の
雨
が
降
っ
た
と
い
い
ま
す
。
こ
れ
が
有
名
な
お
釈
迦
さ
ま
誕
生
の
伝
説
で
す
。
こ

の
故
事
に
よ
り
、
四
月
八
日
に
は
花は
な
み
ど
う

御
堂
と
呼
ば
れ
る
小
さ
な
お
堂
の
中
に
、
誕
生
仏
を

お
祀
り
し
、
甘
茶
を
か
け
る
灌
仏
会
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
「
天
上
天
下
唯
我
独
尊
」
と
は
、
広
い
世
界
で
自
分
が
一
番
尊
い
と
い
う
意
味
に

な
り
ま
す
が
、
そ
れ
は
お
釈
迦
さ
ま
の
命
だ
け
で
な
く
、
他
の
人
々
や
動
物
、
草
木
な
ど
、

生
き
と
し
生
け
る
も
の
す
べ
て
の
命
が
平
等
に
尊
い
こ
と
を
意
味
し
て
い
ま
す
。
生
命
尊
重

を
意
味
す
る
こ
の
言
葉
こ
そ
仏
教
の
根
本
精
神
な
の
で
す
。

　

須
磨
寺
で
は
、
四
月
六
日
か
ら
八
日
ま
で
灌
仏
会
を
行
い
ま
す
。
是
非
お
参
り
下
さ
い
。

　

令
和
三
年
四
月
三
日（
土
）に
当
山

客
殿
に
て
予
定
し
て
お
り
ま
し
た
、

『
十
三
ま
い
り
祈
願
法
要
』
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
を
鑑

み
、
中
止
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
の
で
、

ご
了
承
下
さ
い
。

　

法
要
は
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、

『
個
別
で
の
十
三
ま
い
り
祈
願
』
は
、

例
年
通
り
受
付
を
い
た
し
ま
す
の

で
、
ご
祈
願
お
申
し
込
み
、
お
問
い

合
わ
せ
は
本
坊
寺
務
所
ま
で
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

十
三
ま
い
り　

個
別
祈
願　

◆ 

日　

時	

令
和
三
年
四
月
一
日（
木
）～
五
月
三
十
一
日（
月
）

◆ 

場　

所	

本
坊
大
師
堂
に
て

◆ 

時　

間	

九
時
半
、
十
時
半
、
十
一
時
半
、
十
二
時
半
、
午
後
一
時
半
、

	

午
後
二
時
半
、
午
後
三
時
半

◆
御
祈
祷
料	

五
千
円
（
お
一
人
） 　

◆
お
申
込
み	

須
磨
寺
寺
務
所

◆
お
問
合
わ
せ	

電
話
〇
七
八
―
七
三
一
―
〇
四
一
六

　

前
日
ま
で
に
ご
予
約
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※
ご
予
約
を
お
受
け
出
来
な
い
日
時
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
ご
確
認
を
頂
い
た
上
で

　

お
申
し
込
み
下
さ
い
。 

は
な
ま
つ
り

十
三
ま
い
り



　

　

- テラシカル -
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お
寺
で
写
経
と
瞑
想
の
体
験
会
を
致
し
ま
す
。
気
軽
に
で
き

る
写
経
・
瞑
想
体
験
で
す
の
で
、
経
験
の
な
い
方
も
気
軽
に
ご

参
加
下
さ
い
。
疲
れ
た
心
を
癒
し
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。（
写
経

の
み
、
瞑
想
の
み
の
参
加
も
可
能
で
す
。
足
を
組
み
や
す
い
服

装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
）

写
経
・
瞑
想
体
験
会

蓮生院三月から七月までの行事予定
事
前
申
し
込
み
制
で
す
。

数
日
前
か
ら
発
熱
、
咳
、
下
痢
、
頭
痛
、
息
苦
し
さ
な
ど

あ
り
ま
し
た
ら
、
参
加
は
ご
遠
慮
下
さ
い
。

マ
ス
ク
着
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

当
日
お
昼
ま
で
に
蓮
生
院
の
寺
務
所
に
お
申
込
み
い
た
だ

く
か
お
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

諸
事
情
に
よ
り
取
り
や
め
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

蓮
生
院
電
話
番
号　

〇
七
八
―
七
三
一
―
二
三
一
一

日　

時
：	

三
月
二
十
七
日
（
土
）

	

四
月
四
日
（
日
）　

十
八
日
（
日
）

	

五
月
八
日
（
土
）　

二
十
三
日
（
日
）

	

六
月
二
十
七
日
（
日)

	

七
月
十
七
日
（
土
）　

二
十
五
日(

日
）

	

写
経
会
十
四
時
～
十
五
時
半

	

瞑
想
会
十
六
時
～
十
七
時
半
（
受
付
は
三
十
分
前
か
ら
）

場　

所
：	

蓮
生
院
本
堂　
　

参
加
費
：	

写
経
五
百
円
・
瞑
想
会
千
円

東京都八王子市出身。総本山醍醐
寺修行道場「伝法学院」卒業後、
四国八十八か所歩き遍路成満。清
荒神清澄寺で天堂番として二年間
修業。須磨寺では、生涯学習の場
としての「青葉会」や「須磨 夜音 
音楽法要祭」などを開催。NHK文
化講座神戸教室の講師としても活
動中。

1988 年東京都生まれ。大学を卒業
後、全国の産地を周り、2012 年に
西脇市へ移住。 現在は播州織の
ブランドhatsutoki（ハツトキ）の
デザイナーとして活動しながら、地
域に根ざした活動を広げている。
夫婦では綿花栽培のプロジェクト
「365cotton」の中心メンバーとし
て畑を運営している。

学生時代の部活がきっかけで競技
用シューズのデザイナーを目指し、
18 歳で靴作りを学び始める。学ぶ
うちに既製品の靴が同質化してい
ることに疑問を感じた為、新しい
価値観を持ったオリジナルの靴を
全て手作業で制作している。ブラ
ンド名は The doorsと同バンドの
曲、Break On Through (to the 
other side) に由来している。

㈱ワコール、大学教員を経て、12
年 5月㈱ダブディビ・デザイン設立。
06 年 3月に学生と共に「みっくすさ
いだー」を立ち上げ、障害者アート
を活用したデザイン活動を行う。現
在は、障害者アートを活用した商品
企画の他に授産製品の商品開発支
援や福祉事業所のデザインコンサル
ティング、セミナーや展覧会の企画
など多岐にわたる活動を行う。

大阪文化服装学院卒業後、Polo 
Ralph Lauren, BEAMS を経て
GAP Japan OLD NAVY にてヴィ
ジュアルマーチャンダイザーを務め
15 年以上ファッション業界に従事。
退職後、特にファストファッションで
の経験を活かし大量生産、大量消
費される洋服について考えるイベン
トを開催、運営している。

仏教で古くから伝わる「物を大切仏教で古くから伝わる「物を大切

に」という教えに加えて、エシに」という教えに加えて、エシ

カルなカルな活動をする方々と小池陽活動をする方々と小池陽

人さんとの対談、トークショーを人さんとの対談、トークショーを

オンラインで配信します。オンラインで配信します。

『寺 thical- テラシカル -』を通じ『寺 thical- テラシカル -』を通じ

て大量生産、大量消費ではなくて大量生産、大量消費ではなく

日々の暮らしで身にまとう衣服か日々の暮らしで身にまとう衣服か

ら“エシカル消費ら“エシカル消費””という選択肢という選択肢

を知ってもらうきっかけになればを知ってもらうきっかけになれば

と考えます。と考えます。
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　④ ⼿⽔鉢（※お花⽤）
　　…80 万円/1 箇所 （募集数：1 箇所）

　③ ⻄国三⼗三所仏画プレート寄進
　　：33 箇所（⾦属板に仏画を彫込）
　　…30 万円/1 箇所 （募集数：33 箇所）

　① 屋根葺材（やねふきざい）
　　…3000円/1枚（募集数：1100枚）

※募集開始⽇：2021 年3⽉17⽇
　⼯程の都合上、7⽉31⽇（締切）とさせていただ
　きます。

　② 扁額（へんがく）※サイズ360×900　
　　…50万円/1 箇所 （募集数：1 箇所）

① 屋根葺材（やねふきざい）

①
②扁額（へんがく）

③⻄国三⼗三所仏画プレート寄進
　下図：イメージ写真

④⼿⽔鉢（※お花⽤）

弘法大師生誕千二百五十年記念事業
大本山須磨寺萬霊堂改修工事　
完成予想図

万霊堂 御寄進のお願い

～障がいのあるなしに関わらず、
子どもも大人もみんなで作り上げ
るファッションDAYに参加し交流
を深め、お互いに思い合う笑顔
の地域社会の輪を広げていきま
しょう！～

ユニバーサル
ファッション DAY

への想い

M.Y.S Kobe( メイクユースマイル神戸 )
M.Y.S Kobe( メイクユースマイル神戸 ) は「あなたを素敵な笑顔にしよう神戸か
ら！」の想いで神戸で活動している市民グループです。2016 年 10 月「第 1 回ユ
ニバーサルファッションショー in 板宿本通商店街」、2018 年 10 月「第 2 回ファッ
ションショー on ビーチマット」を須磨海岸で開催しました。その他様々な笑顔
企画を開催しています。

青葉殿受付
※彼岸中は青葉殿横テント受付場所


